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・石油化学品・石油化学品
・合成樹脂　・合成樹脂　
・合成ゴム・合成ゴム

･合成繊維原料･合成繊維原料
・有機薬品・有機薬品
・無機薬品・無機薬品

･医薬品･医薬品
・診断薬・診断薬

・農薬・農薬
･防疫薬･防疫薬
・飼料添加物・飼料添加物

・光学製品・光学製品
・カラーフィルター・カラーフィルター
・電子材料・電子材料

・・医薬用原料医薬用原料
・化成品・化成品

事業分野：総合化学事業分野：総合化学
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会社概要①
　　はじめに　　はじめに



三沢工場(防疫薬）

千葉工場（石油化学品）

　　　　　　愛媛工場
（基礎化学品、情報電子化学品） 大阪工場（岡山プラント、岐阜プラントを含む）

（精密化学品）

大分工場（農業化学品）

会社名　　 住友化学株式会社

設立　　　　大正１４年（１９２５年）

資本金　　　８９７億円

売上高　　　７５５０億円

従業員数　　５６００名

　　

　　　　　：　工場　　　　　　：　本社

　　　　　： 研究所 　　　　 ： 支店

凡例凡例
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会社概要②
　　はじめに　　はじめに



 
 
 

化 学 物 質 の ラ イ フ サ イ ク ル 

 製   造 研   究 消   費 流   通 廃   棄 

各 種 デ ー タ 、 情 報 等
 

リ ス ク 解 析 ・ 評 価 

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 

設 備 対 応 、排 出 抑 制 、暴 露 抑 制 

M S D S、 包 装 、表 示 等 

1.1.　化学物質管理　化学物質管理
化学物質のリスクマネジメント

■ 化学物質のﾘｽｸ評価化学物質のﾘｽｸ評価

リｽｸは有害性、危険性の両面から評価リｽｸは有害性、危険性の両面から評価

　　 ･･････ 人健康・環境（生態）影響人健康・環境（生態）影響

　　 　　 ･･････ ﾌﾟﾛｾｽ安全ﾌﾟﾛｾｽ安全

（火災・爆発、分解、反応）（火災・爆発、分解、反応）

■　ﾘｽｸ評価は専門家による■　ﾘｽｸ評価は専門家による
　　　　 支援体制を整備支援体制を整備

　　　　

　生物環境科学研究所（大阪）　 　生産技術センター（愛媛）　

有害性

■■ 化学品安全ﾃﾞｰﾀｼｽﾃﾑ化学品安全ﾃﾞｰﾀｼｽﾃﾑ
･｢有害､危険性情報の全社ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ･｢有害､危険性情報の全社ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ ｣｣

･･････ 19921992年構築年構築
　・　・ 製品､購入原料､中間体などの全ﾃﾞｰﾀを網羅製品､購入原料､中間体などの全ﾃﾞｰﾀを網羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･････ 登録件数登録件数=3600=3600物質物質

危険性

有害性有害性

危険性危険性

有害性有害性 危険性危険性

■管理方法・体制は標準化・組織■管理方法・体制は標準化・組織
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1.1.　化学物質管理　化学物質管理
化学物質管理と製品開発の流れ

　・取扱方法、用途の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・取扱方法、用途の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　・必要なﾘｽｸ（安全性）評価項目の明確化と評価（調査）　　　　　　　　　　　　　　・必要なﾘｽｸ（安全性）評価項目の明確化と評価（調査）　　　　　　　　　　　　　

　　（製造法、用途、取扱方法から総合勘案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（製造法、用途、取扱方法から総合勘案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・競合品の安全性、品質情報調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・競合品の安全性、品質情報調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・関係法令、基準適応検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・関係法令、基準適応検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・主要な用途外の用途検討とその場合の安全性評価　　　　　　　　　　　　　　　・主要な用途外の用途検討とその場合の安全性評価　　　　　　　　　　　　　　

　・全ﾗｲﾌｻｲｸﾙ（流通、消費、廃棄の環境条件）を考慮した安全性評価　　　　　　・全ﾗｲﾌｻｲｸﾙ（流通、消費、廃棄の環境条件）を考慮した安全性評価　　　　　

　・危険回避や誤使用に対する警告、表示内容の検討　　　　　　　　　　　　　　　　・危険回避や誤使用に対する警告、表示内容の検討　　　　　　　　　　　　　　　

　・類似品の事故事例調査　・類似品の事故事例調査 　　

　・４　・４MM（（Man,Machine,Material,MethodMan,Machine,Material,Method））に対する留意点の提示　　　　　　　　に対する留意点の提示　　　　　　　　

　・　　　　　　　　で検討した項目の詳細検討と対策の具体化　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　で検討した項目の詳細検討と対策の具体化　　　　　　　　　　　

　・量産試作品の顧客評価、物流・市場ﾃｽ結果の解析評価　　　　　　　　　　　　　・量産試作品の顧客評価、物流・市場ﾃｽ結果の解析評価　　　　　　　　　　　　

　・製品安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ（　・製品安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ（MSDSMSDS）、）、緊急時通報ｶｰﾄﾞなど外部提供情報の整備　　緊急時通報ｶｰﾄﾞなど外部提供情報の整備　　

　・生産工程での事故につながる可能性のある問題の検索、　　　　　　　　　　　　・生産工程での事故につながる可能性のある問題の検索、　　　　　　　　　　　

　　原因解析、対策および効果の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原因解析、対策および効果の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・顧客の使用状況の把握、市場製品の安全評価　・顧客の使用状況の把握、市場製品の安全評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基礎研究基礎研究

基礎研究基礎研究
工業化検討工業化検討

試製造試製造

本格製造本格製造６



■急性毒性
　毒劇法による劇物相当品
■変異原性
　陽性
■皮膚アレルギー性
　極度の陽性
　（感作率80％以上かつ平均評点3以上）

■亜急性毒性
　重篤な影響
　（NOEL≦100mg/kg、神経毒性など）

■生態毒性
　水生生物に猛毒性
　（EC50＜１ppm）

毒性有り毒性有り
（ﾘｽｸ有り（ﾘｽｸ有り））

毒性の有無毒性の有無

1.1.　化学物質管理　化学物質管理
新規化学物質は二段階評価で管理

　　　　　　　　　　　　　　　　 →→ ﾘｽｸの有り、無しをｱｾｽﾒﾝﾄﾘｽｸの有り、無しをｱｾｽﾒﾝﾄ 　　　　　　　　　　
このﾚﾍﾞﾙでは量的な関係を論じない（論じられない）

<例>　

動物実験で発ｶﾞﾝ性有り　→　人でのﾘｽｸの可能性あり人でのﾘｽｸの可能性あり（取扱注意）

動物実験で発ｶﾞﾝ性無し →　人でのﾘｽｸの可能性なし人でのﾘｽｸの可能性なし　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

→→ ﾘｽｸの量的な関係からｱｾｽﾒﾝﾄ　　ﾘｽｸの量的な関係からｱｾｽﾒﾝﾄ　　
曝露量と毒性の強さから、該当する曝露量でのﾘｽｸの程度を判断

<例>　

　動物実験での発ｶﾞﾝの強さ　×　人での曝露量　　→　ﾘｽｸ　動物実験での発ｶﾞﾝの強さ　×　人での曝露量　　→　ﾘｽｸ

毒性の強さ毒性の強さの評価の評価
（量的関係）（量的関係）

曝露量曝露量の評価の評価

リスクの程度リスクの程度の評価の評価

定量的ｱｾｽﾒﾝﾄ定量的ｱｾｽﾒﾝﾄ定性的ｱｾｽﾒﾝﾄ定性的ｱｾｽﾒﾝﾄ

定性的ｱｾｽﾒﾝﾄ定性的ｱｾｽﾒﾝﾄ

定量的ｱｾｽﾒﾝﾄ定量的ｱｾｽﾒﾝﾄ

毒性無し（ﾘｽｸ無し）毒性無し（ﾘｽｸ無し）

判判
断断
基基
準準

判断基準判断基準
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１．環境リスクに基づくリスク管理１．環境リスクに基づくリスク管理

　２．排出量ランキング評価に基づく排出量管理　２．排出量ランキング評価に基づく排出量管理

　３．業界、地域と連携した排出量管理　３．業界、地域と連携した排出量管理

　４．環境負荷統合手法を活用する排出量管理　４．環境負荷統合手法を活用する排出量管理

22．．　　PRTRPRTR対応対応

PRTR戦略と目標値
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項　項　 目目 　　 目　目　 的的 　　 　　 　内　内 　容　容 　　 実　実　 績績

環境ﾘｽｸに基づく環境ﾘｽｸに基づく
ﾘｽｸ管理ﾘｽｸ管理

　　

人健康・生態影響の人健康・生態影響のﾘｽｸ回避ﾘｽｸ回避

■■ 取扱全物質の取扱全物質の環境目標濃度を　環境目標濃度を　
　　独自に設定　　独自に設定 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■■ 削減量はｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのﾃﾞｰﾀで　　削減量はｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのﾃﾞｰﾀで　　
　　 予測し、結果は実測で確認予測し、結果は実測で確認

　全物質のﾘｽｸ評価　全物質のﾘｽｸ評価 完了完了

　　　　　　　　　　　　↓↓

　　　　削減計画に反映削減計画に反映

全物質のﾗﾝｷﾝｸﾞ全物質のﾗﾝｷﾝｸﾞ 評価実施評価実施

　　　　　　　　　　　　　　↓　　↓　　　　（毎年）（毎年）

　　　　削減計画に反映削減計画に反映

　自主計画完遂（目標達成　自主計画完遂（目標達成））

　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　↓　　　　　　　
　　　　削減計画に反映削減計画に反映

　　　　評価継続

　　　　　　↓

　｢環境効率の改善目標｣の
　　　数値化を検討中

　（削減計画へ反映予定）

排出量ﾗﾝｷﾝｸﾞ評排出量ﾗﾝｷﾝｸﾞ評
価に基づく排出量価に基づく排出量
管理管理

　排出量ﾗﾝｷﾝｸﾞの評価を改善　排出量ﾗﾝｷﾝｸﾞの評価を改善
し、工場周辺の地域住民の方々し、工場周辺の地域住民の方々
のの不安感の低減不安感の低減

■　物質ごとの全国・各県別の排出■　物質ごとの全国・各県別の排出
　　ﾗﾝｷﾝｸﾞを評価するために　　ﾗﾝｷﾝｸﾞを評価するために独自の独自の
　　　　判断基準を策定判断基準を策定。。

業界･地域と連携業界･地域と連携
した排出量管理した排出量管理

｢有害大気汚染物質削減目標｣｢有害大気汚染物質削減目標｣
｢ﾍﾞﾝｾﾞﾝ排出削減目標｣｢ﾍﾞﾝｾﾞﾝ排出削減目標｣

を達成し、を達成し、環境基準値（環境環境基準値（環境
指針値）の達成に寄与指針値）の達成に寄与

■　■　有害大気汚染物質（全有害大気汚染物質（全99物質）　物質）　

　　　　自主削減計画策定自主削減計画策定　　

　　　　（日本化学工業協会と連携）（日本化学工業協会と連携）

■■ﾍﾞﾝｾﾞﾝﾍﾞﾝｾﾞﾝ自主削減計画策定自主削減計画策定
　　 　（京葉臨海中部地区の鉄・化学・石油　　（京葉臨海中部地区の鉄・化学・石油　
　　の全　　の全1212事業所と連携　）事業所と連携　）

環境負荷統合手環境負荷統合手
法を活用する排法を活用する排
出量管理出量管理

（化学物質の総合的（化学物質の総合的
な排出量管理）な排出量管理）

　優先度の高い環境負荷物質　優先度の高い環境負荷物質
をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟし、費用対効果にをﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟし、費用対効果に
優れた行動計画を策定し、優れた行動計画を策定し、総総
合的な環境負荷削減を推進合的な環境負荷削減を推進

■　各種環境負荷の統合化を検討■　各種環境負荷の統合化を検討

■　■　工場単位での工場単位での｢生産効率｣と｢生産効率｣と 　　
　　｢環境効率｣あるいは　　｢環境効率｣あるいは ｢環境負荷｢環境負荷

　　削減の費用対効果の効率｣との　　　削減の費用対効果の効率｣との　
　　関係を評価　　関係を評価

22．．　　PRTRPRTR対応対応

　　 PRTR戦略とは
　　環境リスク環境リスクとと排出量排出量の両面から、優先的の両面から、優先的
に削減対象物質を定めて、重点的に対策に削減対象物質を定めて、重点的に対策
を実施するための全社方針を実施するための全社方針
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22．．　　PRTRPRTR対応対応

環境ﾘｽｸに基づくﾘｽｸ管理

　　　　　　　　　　

　　　　■取扱全物質に環境目標濃度（大気・水質）を定める　　　　■取扱全物質に環境目標濃度（大気・水質）を定める

　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆☆☆☆　　管理ポイントで目標値遵守管理ポイントで目標値遵守　　☆☆☆☆☆☆

工場敷地境界工場敷地境界
実実

測測

環環
境境
目目
標標
濃濃
度度

超過超過

適合適合

大気濃度大気濃度 削削
減減
対対
策策
検検
討討

シミュレシミュレ
ーションーション

排水口最終出口排水口最終出口

排水濃度排水濃度

　　　　　　　ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの結果は目標濃度を満足　　　　　　　ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの結果は目標濃度を満足

対対
策策
実実
施施

　　　　　　　　　　　　　　削減対策案の効果予測削減対策案の効果予測

　　　　　　管理ポイント　　　　　　管理ポイント

１０

自主環境基準自主環境基準



22．．　　PRTRPRTR対応対応

環境目標濃度の設定

環境リスクに基づくリスク管理環境リスクに基づくリスク管理

　　　　　　　　　　
　　

　　　　　　　　
　　　　　　　･･･　　　　　　　･･･ 人への健康影響を中心に信頼できる毒性ﾃﾞｰﾀの　　　　人への健康影響を中心に信頼できる毒性ﾃﾞｰﾀの　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 評価を行い、目標濃度を設定評価を行い、目標濃度を設定
　　
　　　　　　　　　■　日本の安全基準がある　→　　　　　　　　　　■　日本の安全基準がある　→　 日本の基準値を採用日本の基準値を採用

　　　　　　　　　■　日本の基準がない　→　　　　　　　　　　■　日本の基準がない　→　 世界保健機関（世界保健機関（WHO)WHO)、、米国の基準米国の基準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　のうち、より厳しい基準値を採用　のうち、より厳しい基準値を採用

　　　　　　　　　■　日本･　　　　　　　　　■　日本･WHOWHO･･米国　　米国　　 →　→　 日本、米国の労働基準値に着目し、日本、米国の労働基準値に着目し、
　　　　　　　　　　　　　　 のいずれにも基準がない　のいずれにも基準がない　 より厳しい基準値に安全係数を　より厳しい基準値に安全係数を　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　 乗じて算出　　　　　　　　　　乗じて算出　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･････ 水生生物に対する信頼できる毒性ﾃﾞｰﾀの評価を　　　　　水生生物に対する信頼できる毒性ﾃﾞｰﾀの評価を　　　　　

　　　　　　　　　　　　 行い、目標濃度を設定行い、目標濃度を設定

　　　　　　　　　■　日本あるいは経済協力開発機構（　　　　　　　　　■　日本あるいは経済協力開発機構（OECDOECD））の基準値のうち、の基準値のうち、
　　　　　　　　　　　より厳しい基準値を採用　　　　　　　　　　　より厳しい基準値を採用

　　

１．大気１．大気

２．水質２．水質

算出方法算出方法

算出方法算出方法

１１



　　　　　　　　　　　　 　■ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ　：　５０～６０　■ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ　：　５０～６０μμgg/m3/m3　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 　　■　　■ 実　　測実　　測 　　 ：　　　３３　　：　　　３３　　μμgg/m3/m3

22．．　　PRTRPRTR対応対応 環境リスクに基づくリスク管理環境リスクに基づくリスク管理

シミュレーション実施例

千葉工場（千葉県市原市）千葉工場（千葉県市原市）

対象物質：酢酸ビニル対象物質：酢酸ビニル

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ::経済産業省経済産業省
METIMETI--LISLIS（（VerVer.2.2））

工場　敷地境界濃度工場　敷地境界濃度

環境目標濃度環境目標濃度 ＝＝ ２００２００ μμgg/m3/m3

１２



22．．　　PRTRPRTR対応対応

排出量ﾗﾝｷﾝｸﾞ評価に基づく排出量管理

　■　■ 排出量削減の判断基準に基づき対応　　　　　　　　　　　　　　　排出量削減の判断基準に基づき対応　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優先順位優先順位 ：　：　Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞ＤＡ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ　　　　　　　　 　　　　

　　　　　　 Ａ　全国排出ﾗﾝｷﾝｸﾞ評価でﾜｰｽﾄ上位Ａ　全国排出ﾗﾝｷﾝｸﾞ評価でﾜｰｽﾄ上位1010位以内　　　　　　　　　位以内　　　　　　　　　

　　　　 ・取扱事業者数、排出量は勘案しない・取扱事業者数、排出量は勘案しない

　　　Ｂ　排出量　　　Ｂ　排出量100100TT以上以上で全県排出ﾗﾝｷﾝｸﾞで全県排出ﾗﾝｷﾝｸﾞ1010位以内　　　　位以内　　　　

　　 ・取扱事業者数は勘案しない・取扱事業者数は勘案しない

Ｃ　排出量Ｃ　排出量11TT以上以上100100TT未満未満で全県排出ﾗﾝｷﾝｸﾞで全県排出ﾗﾝｷﾝｸﾞ1010位以内位以内

　　　　 　　　　・但し、・但し、22社以上の事業所で取り扱いがあること社以上の事業所で取り扱いがあること

　　　　 Ｄ　排出量Ｄ　排出量11TT未満未満で全県排出ﾗﾝｷﾝｸﾞで全県排出ﾗﾝｷﾝｸﾞ11位位

　　　　 　　　　・但し、・但し、1010社以上の事業所で取り扱いがあること社以上の事業所で取り扱いがあること

１３

判断基準判断基準



22．．　　PRTRPRTR対応対応

業界・地域と連携した排出量管理

923.1

768.5
729.8

510.9

213.9
155.4

105.9

17.6

82.7

(目標：89)

356.0

0

250

500

750

1,000

'95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '10

第１期第１期　　１９９７～１９９９年１９９７～１９９９年　　　　　　

　　　　19951995年比年比6060％削減目標％削減目標（（実績実績6161％）％）

第２期第２期　　２００１～２００３年２００１～２００３年　　　　　　

　　　　19991999年比年比75%75%削減目標削減目標（実績（実績7777％）％）

今後の削減計画　　今後の削減計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　20102010年には　　　　　年には　　　　　　　まで削減を予定まで削減を予定

住住
友友
化化
学学
のの
自自
主主
目目
標標
･･
実実
績績

有害大気汚染物質の排出削減有害大気汚染物質の排出削減
（日本化学工業協会の自主的取組み）（日本化学工業協会の自主的取組み）

・1,2-ジクロロエタン

・ベンゼン
・ジクロロメタン
・塩化ビニルモノマー
・アクリロニトリル
・1,3-ブタジエン

・ホルムアルデヒド
・クロロホルム
・アセトアルデヒド

対象：全９物質対象：全９物質

923.1923.1ﾄﾝﾄﾝ

1818ﾄﾝﾄﾝ

出光興産千葉工場
出光興産千葉製油所
宇部興産千葉石油化学工場
ＪＦＥスチール東日本製鉄所
協和発酵ケミカル千葉葉工場
極東石油工業千葉製油所
コスモ石油千葉製油所
電気化学工業千葉工場
富士石油袖ケ浦製油所
丸善石油化学千葉工場
三井化学市原工場
住友化学千葉工場

　　　　京葉臨海中部地区のﾍﾞﾝｾﾞﾝ排出削減　京葉臨海中部地区のﾍﾞﾝｾﾞﾝ排出削減　
　　（鉄､化学､石油の全　　（鉄､化学､石油の全1212事業所での自主的取組）事業所での自主的取組）

参画事業所参画事業所

　　２００１～２００３年２００１～２００３年　　　　　　　　

　　目標　：　費用対効果に縛ら　目標　：　費用対効果に縛ら　

　　　れることなく、徹底した　　　　　れることなく、徹底した　　

　　　排出量最小化を目指す　　　排出量最小化を目指す

　　実績　：実績　：　　小規模ﾀﾝｸの排出　小規模ﾀﾝｸの排出　

　　　抑制対策の実施で、　　　抑制対策の実施で、1.61.6ﾄﾝﾄﾝ

　　　の排出量ﾐﾆﾏﾑを実現　　　の排出量ﾐﾆﾏﾑを実現

19991999年　年　

　　　　　　　　

20012001年年

20032003年年

33ﾄﾝﾄﾝ

22ﾄﾝﾄﾝ

1.61.6ﾄﾝﾄﾝ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ排出実績ﾍﾞﾝｾﾞﾝ排出実績

大気

窒素

ベンゼン

インナーフロート
(液面をシール)

１４

化学産業

地域・異業種連携

千千
葉葉
工工
場場
のの
自自
主主
目目
標標
･･
実実
績績1818ﾄﾝﾄﾝ



環境負荷統合化環境負荷統合化

38 38 41

329

223 224

9 7 7

498

420 419

122
147152

0

300

600

'03 '04 '05

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

22．．　　PRTRPRTR対応対応

環境負荷統合手法を活用する排出量管理

住友化学住友化学
投資あたりの削減量（ﾄﾝ投資あたりの削減量（ﾄﾝ//万円）に差はない　＝１万円）に差はない　＝１/100/100

対策の優先順位　　　　　　どちらを優先？
費用対効果　　　　　　　　　投資に見合う削減？

　　内　　　容 エコポ
イント

温暖化

CO2、メタン、　　
亜酸化窒素、HFC、
PFC、SF6

４１

ｵｿﾞﾝ層破壊物質、
PRTR対象物質、

ＮＯｘ　ほか
１４７

COD、窒素、燐　

ほか
２２４

廃棄物埋立量 ７

４１９住友化学住友化学
20052005年実績年実績

温暖化

温暖化

大気質
大気質

水質

水質

廃棄物

廃棄物

計

　 環境負荷統合化

計

　　　　JEPIXJEPIX（（ 環境政策優先度指数）手法で統合化実施。環境政策優先度指数）手法で統合化実施。

　　本手法はスイスの環境稀少性（Ｅｃｏ　Ｓａｃａｒｃｉｔｙ）　　本手法はスイスの環境稀少性（Ｅｃｏ　Ｓａｃａｒｃｉｔｙ）
手法を起源とする環境影響を統一的に単一指標（エコ手法を起源とする環境影響を統一的に単一指標（エコ
ポイント）で評価する手法　　　　　　　　　　　　　　　　　ポイント）で評価する手法　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　･･工場別に｢生産効率｣と｢環境効率｣あるいは工場別に｢生産効率｣と｢環境効率｣あるいは

　｢環境負荷削減の費用対効果の効率　｢環境負荷削減の費用対効果の効率（費用あたりのエコポイント）（費用あたりのエコポイント）｣との関係を解析・評価｣との関係を解析・評価

現状現状

今後今後

生産効率と環境効率生産効率と環境効率
生産効率と環境負荷削減生産効率と環境負荷削減

の費用対効果の効率の費用対効果の効率

　

･･環境効率の改善目標を数値化し、個別物質の削減ﾀｰｹﾞｯﾄを明確化。　結果は削減計画へ反映環境効率の改善目標を数値化し、個別物質の削減ﾀｰｹﾞｯﾄを明確化。　結果は削減計画へ反映 １５

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 排出量（ﾄﾝ）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
CO２　　　 １００ ９０　
PRTR対象物質　　１０　 ９　　
　

　　　　　　 　投資額（万円)
CO2　　　　　　　　　１０００
PRTR対策物質　　　１００

削減量（ﾄﾝ）

　　
　　１０

　　　１



　　

排出削減の取組み事例

代替物質使用代替物質使用 設備密閉化設備密閉化 運転方法改善運転方法改善削減の基本削減の基本

大気

排ガス

回収
化
学
設
備
等

活
性
炭

吸着回収吸着回収

大気

窒素

ベンゼン

インナーフロート
(液面をシール)

大気
(燃焼ガス

+水蒸気）

フレアースタック

 排ガス 蒸気

化
学
設
備
等

ﾌﾚｱｰｽﾀｯｸ焼却ﾌﾚｱｰｽﾀｯｸ焼却

大気

吸収液

窒素

回収
製品タンク

吸
収
塔

洗浄回収洗浄回収

液中燃焼設備

高濃度廃重油

化学物質＋酸素⇒ ＣＯ2＋Ｈ2Ｏ

フィルター

スクラバー
焼却炉

送風機

　空気 中和

凝集沈殿 放　流

回収油

煙突

化学物質

液中燃焼液中燃焼

浮き屋根設置（貯蔵ﾀﾝｸ）浮き屋根設置（貯蔵ﾀﾝｸ）

排水（有機化学物質）＋排水（有機化学物質）＋O2O2
　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　CO2CO2　＋　＋H2OH2O

微生物

活性汚泥処理活性汚泥処理

排ｶﾞｽ処理排ｶﾞｽ処理

排ｶﾞｽ処理排ｶﾞｽ処理

排ｶﾞｽ処理排ｶﾞｽ処理

　　　　　　　　排ｶﾞｽ処理（発生抑制）　　　　　　　　排ｶﾞｽ処理（発生抑制）

高濃度有機排水処理高濃度有機排水処理 低濃度有機排水処理低濃度有機排水処理

１６
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